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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜全体連絡事項＞

· 病棟でのテンキー使用についての勉強会は終了となります。他部署の勉強会はこれからの開始となります。

· 西、東病棟の破損中のテレビですが、修理終了した為、病棟へ納品となっています。

· 東病棟電話室の蛍光灯破損の件ですが、修理は業者へ依頼する必要があるとの事で、本日業者が確認に来ます。

· 今週の歯科ですが、23日（金）が祝日の為、明日21日（水）に変更となります。

· 昇格試験の日程ですが、今回は10/17（月）～10/21（金）の予定です。対象のスタッフは各自で日程を確認し、受験する様にして下さい。

· 欠勤補填の際に提出するレシートには、裏面に所属する部署と氏名を忘れずに記入する様にして下さい。又、欠勤補填の手続きをする際には、病院へ通院した証明（レシート等）もあって、欠勤補填の対象となります。長期欠勤（4日以上）の際は、診断書も必要となります。

· 9/16（金）より、北病棟へ看護師1名が入職となっています。又、南山苑より3名が病院へ配属となっています。泉PSWは青明舎へ配属となります。

· バイト職員が北、西、南病棟で金、土曜日の準夜勤務が開始となります。

· ｗizのユーザー登録についてですが、退職者の登録は総務で行います。

· 26日（月）新卒（高卒者）採用試験が、メンタルケア病棟3階会議室にてあります。

· 14日（水）皮膚科診察にて疥癬疑いは解除となっています。再び疥癬を発生させない為にも、引き続き各スタッフが療養環境管理マニュアルに沿った、安全な清潔環境の維持に向けて取り組んでいく事が必要です。

· うみねこ幸房付近に蜂が出現したとの事。各自充分に注意して下さい。

· 感染対策についての研修会が本日20日（火）～22日（木）の3日間と、26日（月）～28日（水）の3日間の2回行なわれます。各自日程を確認し、必ず出席する様にして下さい。

· 29日（木）に行なわれる四病院合同研修会は、当日にアンケートを記入し提出する事で法人研修の出席扱いとなります。

· 先週に南病棟で起こった無断離院の件についてですが、面会者の出入りの際、業者が独自に出入りする際に起きたのかは定かではありませんが、いずれにしてもスタッフが自動ドアが開閉する際は、厳重に注意して見ている事が必要です。

＜患者様についての情報＞

· 田中　秀昌様～作業療法導入を考えており、その事を作業スタッフには連絡しています。
　　　　　　　川端Drより、「カマ」を中止としているので、排便の状況を確認し、各勤務
　　　　　　　帯でフローシートに排便状況を記載しましょう。

· 矢田　修一様～保護者選任について、弟様が保護者になる予定で、必要書類等を持ってきて

頂く様、入院時に連絡しています（本人、弟様共に本籍が神奈川県との事）。
　　　　　　　　　川端Drより疾病教室を導入する様にと指示があり、病棟担当者がプランを作
　　　　　　　　　成中。（23日（金）より開始予定）。本人へは、川端Drが病名の告知をして

いる。

· 水梨　孝純様～体重の減少あり、20日（火）夕よりエンシュアリキッドが1日3缶（2-0-1）
　　　　　　　へ本数増えています。よって1日トータル、朝はエンシュアリキッド2缶+ア
　　　　　　　イソジェン1包、昼は常食、夕はエンシュアリキッド1缶+アイソジェン1包
　　　　　　　となります。間違えない様に気を付けて下さい。又、摂取状況と体重の観察
　　　　　　　を引き続き行ないましょう。

· 阿部　チヨ様、榊　由造様
　　　　　　～血管確保が困難の為、川端Dr指示にて本日マーゲンチューブ挿入、昼よりア
　　　　　　　イソジェン4包（1-1-2）が開始。1日800mlの注入となりますが、最低でも

1日2000ml注入する様にして下さい。アイソジェンの他に補水を忘れずに行

ない、高カロリーのものも血糖の値に注意しながら注入する様にしましょう。スタッフは量を計算しながら、注入量を必ず記録に残す様にして下さい。又、内科医より、口の中で溶ける物（チョコレート・飴玉・アイス等）も様子を見ながら少しずつなら摂取させても良いとの事。マーゲンチューブを挿入した事により、排痰が困難となる可能性あります。痰がらみがある場合は、タッピングや吸引を行い、痰を溜めない様に注意しましょう。点滴はマーゲンチューブを挿入した時点で中止となるが特に、阿部様は精神症状が出現している為抜去する可能性もあり。注入の際は両名とも見守りをしましょう。

　　　　　　　　













